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における,1998年10月,1999年 7月,1996年 6月の調査である｡ いずれの調査でも教員免
許取得希望者が対象に入っているが,ほかの学部学生も調査対象に加えており,構成は多




























図 1 (Tod死) 連想マップ :ドイツ.オスナブリュック大学生
ドイツ,オスナブリュック大学生の連想では,死と類比される言葉,｢Leben生｣ と感
情表現である ｢Trauer悲しみ｣を思いおこした者が最も多 く (人数比で26.9%),図 1
の最 も中心に位置 している｡ これに続 くのは死についての説明である ｢Ende終わ り｣
(25.0%),さらに ｢Angst不安｣(23.1%)という感情が4番目である｡あとの反応語は
人数比で2割をこえない (表 1)｡

































図2 (death死) 連想マップ :聖マレーシア大学ペナン校大学生
マレーシアはペナンにある聖マレーシア大学の大学生を対象に調査 した｡連想マップは
全体として中が空いた感 じがあり,思いついた言葉が比較的多様に拡散する傾向がある｡
反応語を見ると,｢sad悲 しい｣ という感情を表す言葉が24.1%と飛びぬけて多 く, 1語
のみ2割をこえている (表2)｡これに続 く言葉は感情を表す ｢cry｣(8.4%),類比され
る言葉である ｢life｣(8.4%)が同数で並んでいる｡
4 長崎大学教育学部紀要一教育科学一 第63号
感情を表す言葉が第 1位にある点は,長崎と同様である｡ マレーシアの調査では, 1,
2位 ともに感情を表す言葉であるが,長崎では ｢恐い｣(32.6%)が 1位で多 く, 2位に




る悲 しみや恐れを表現する言葉が目立つ (表 2)｡
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図 3 (死) 連想マップ :日本,長崎大学生
ペナンと同様に,長崎においても ｢恐い｣｢悲 しい｣｢恐怖｣｢悲 しみ｣｢恐ろしい｣｢寂 し







ることを示す｡オスナブリュックで ｢Selbstmord自殺｣は人数比3.8% (表 1),ペナン
でsuicide(自殺)は想起されなかった｡
以下に挙げるのは,各調査において2語以上現れた言葉 (長崎の場合3語以上に絞った)
であ り,反応語をカテゴリわけて左側に示 している｡ 類比あるいは同種類の言葉 として
≪類比≫,感情を表す言葉によって刺激語に反応 している ≪感情≫,死の原因となる要因を
あげる結果になっている場合 ≪原因≫,死とは何か,死をどのようなものとして受け取る
かの説明になっている ≪説≫,宗教に関係 した,また儀式の要素をふ くむ表現を ≪宗教≫
などとカテゴリに分けた (表 1,2,3)｡
表 1 (死)から連想 した言葉 :ドイツ,オスナブリュック大学生
連想調査 StimulateWord:Tod (死)
ドイツ ･オス ナ プーリエ ツク大学





























































































































































































































































































































表 2 (死)から連想した言葉 :聖マレーシア大学ペナン校大学生
連想調査 StimulateWord:death (死)
マレーシア大学ペ ナ ン校





































































































































































































































































































































































































































































































































































では2番目で,21.1%および18.5%である｡ これに対 して ≪感情≫カテゴリはペナンおよ
び長崎で最も多 く,31.4%および19.2%である｡
筆者は1993年4'にアメリカ合衆国での調査と比較 しながら ｢死について r感情』の問題
として応答する点が,日本の子どもたちの特徴であろう｣と質問紙票による調査によって
論 じたが,同じ特徴がマレーシアを含めたアジアの大学生において,連想調査で現れてい
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るが,思い起こす際の具体的イメージは一定の宗教や文化形式のもとにある｡ その意味で,




いとみえる｡ 閣魔大王 も今では影が薄 く,141名のうち 1人が思いだしたに止まる｡
オスナブ リュ ックと長崎では,死 に関わる現代 的な課題, ｢Euthanasie安楽死｣
｢Hospitzbewegungホスピス運動｣｢Organspende臓器提供｣｢安楽死｣｢尊厳死｣｢脳死｣









差 とも考えられるが, ドイツ語にTodとSterbenの 2語があ り,英語にdeathとdieがある
点からすると,またしかし対比される言葉に日本語では人生,いのち,生命など多いこと
を考えると,それぞれの死にまつわる言葉の種類がどれほどあるかの問題ではなく,思考
構造の問題,例えばだ じゃれなど言葉遊び着想が文化ない し生活にあるか, しゃれ と
humor(Humor)では使 う言語の種類が異なるなどと推測 してみることはできる｡ 8'
Ⅲ.類似語 (die)と くsterben)
図 4は,ペナンでの (die)についての連想マ ップである｡ これを図 2と比べると,変
化の少ないことがわかる｡ 語種数が (death)で236語,(die)で246語とあまり変らず,
反応語総数も388語 と399語,またエントロピが7.437と7.462で,違いは認めにくい｡反応
語の ｢sad｣は変わらず 1位で人数比20.5%を占め,唯一 2割をこえる反応語である｡ カ
テゴリについて検討 しても ≪感情≫は,(die)において最も多 く,21.1%を占める｡
2位で違いがでる｡ 図4では ｢accident｣が図 2と比べると目立つ｡(death)において
は感情を表す言葉が 2位にあったが,(die)では死の原因となる ｢accident｣が出現する｡
(die)は,何によって死に至るか原因-の連想を生みやすいらしい｡カテゴリ別に見て
も17.0%で,(death)の場合の4.1%とは大 きく異なる｡ これは,dieという用言 (動詞)
の働 きであろう｡
類似 した言葉または類比する言葉についておもしろいのは,(death)からは体言 (名
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み｣ とは異なるが,同じ ≪感情≫を表す言葉である｡ 前者は自分の死を想い,後者は一般




ペナンの調査において用言 (動詞)からの反応語で増加 していた ≪原因≫は,オスナブ
リュックでも増加傾向にある｡≪原因≫カテゴリ (sterben)で9.4%,(Tod)で5.9%であ































いじめと死の関係 として注目.される｡ ペナンで (bulyいじめ)から思い起こされる言葉













長崎における調査で ｢自殺｣が ｢事故｣や ｢病気｣と並んで想起される割合が高い (人
数比で16.3%)のは,死が自殺とつなげて意識されている社会的なあり方を示すのであろう｡
ドイツでは ｢Ende終わ り｣｢Er16sung解決｣ など死に対する考え方 ≪説》を表明す
上薗 :連想調査による ドイツ,マレーシア,日本の死の意識比較 13
る傾向が強かった｡ 死についての説明 となる表現の多 きは刺激語 (Tod)の場合で も
くsterben)でも同様であった｡
ドイツにおいて同類の言葉ないし類比する言葉がいずれの刺激語においても1位であっ
たが,(Tod)からは ｢Leben｣ が,(sterben)からは ｢Tod｣ が思い起こされ,同じく
≪類語≫が想起の 1位になるとはいえ,互いを思い起こす関係ではない｡同じ傾向がマレー
シアでも現れる｡ ペナンの調査で くdeath)から ｢life｣が,(die)から ｢death｣が比較
的高い割合で思い出される｡
註
1) ドイツ,マ レーシア, 日本,それぞれ調査対象者数が異なる｡連想調査 において調査対象者数
(標本の大 きさ)が異なる場合,あとに論究する反応語総数,反応語種数,エントロピにどのよう
な違いがでるかについては,次の論文を参照｡反応語総数については標本の大 きさとともに直線的
に大 きくなるが,反応語種数ならびにエン トロピに関 しては40名程度を越えると非常に緩やかな増





の意識に大きな差は予想 しにくい｡旧東 ドイツにおける意識が気になるが,取 り上げるに至らなかった｡
2)連想調査における刺激語を ( )で表示 し,反応語すなわち調査において被験者が思いついた言
葉を ｢｣で,また反応語を分類するカテゴリを ≪≫で表す｡
3)ブル ネ イで の連 想調査 は, 1997年 3月 まで長 崎 に教 員研 修留 学 生 と して滞在 したHJ
ABD RAHMAN ABD HAMID BIN氏による｡
4)上薗恒太郎,死に関する子 どもの意識の日米比較 ･序説 一 長崎での調査 とクーハ-の調査 -,
長崎大学教育学部教育科学研究報告第49号,1993年 6月,37頁｡
また感情表出でも年齢によって差がある｡筆者はかつて ｢7,8,9歳を死の意識を感情で表現






























































































9)糸山は,動詞のエントロピーは特に低 く (平均 :3.07[bit]),抽象名詞の場合高い (平均 :5.00
[bit])という｡(糸山景大ほか,連想の情報論的構造,長崎大学教育学部教科教育学研究報告第7
号,1984,115,117頁)0
